
今 井 八 郎 家 文 書
（採訪時住所  神奈川県大住郡羽根村）
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考

1 延寶 8 1680 申 3 延寶八申五人組改帳相州大住郡羽根村 縦帳 1 1

2 元禄 9 1696 子 4 26
其方名畑相渡し申手形之事（畑3反3畝15歩、高3
斗4升5合、代金3両2歩につき）

羽根村  賣主  弥左衛門
（印）  證人  半左衛門
（印）、他5名

同村  太郎兵衛殿 切紙 1 9

3 宝暦 7 1757 11 （金子借用證文綴） 綴 6 2

3 1 宝暦 8 1758 戊寅 2 借用申講金之事

借主  弥七（印），借主
三重郎（印），五人組  つ
ね（印）、同  五右衛門
（印）  證人  久右衛門
（印）

同村  八郎右衛門殿 切紙 1
袖裏書「宝暦
八戊寅年二月
弥七」

2 1

3 2 宝暦 8 1758 寅 11 1 借用申講金證文之事

羽根村  借主  文左衛門
（印）、五人組  新介
（印）、同 傳兵衛（印）、
借主  藤八（印）、五人組
二郎左衛門（印）、借主
文六 外２名

同村  八郎右衛門 切紙 1

袖裏に「宝暦
八年」の付箋
あり。袖裏に
「文左衛門、
藤八、文六」
の３名連記

2 2

3 3 宝暦 7 1757 丑 11 借用申天王様講金之事

羽根村  預主  吉右衛門
（印）、五人組  金三郎
［印］、同  彦右衛門
（印）、同  文右衛門
（印）

同村  八郎右衛門様 切紙 1
袖裏に「宝暦
七年」の付箋 2 3

3 4 宝暦 9 1759 夘 2 借用申講金證文之事

羽根村  借主  何右衛門
（印）、證人  敏右衛門
（印）、組内  □五左衛門
（印）、借主  □右衛門
（印）、證人  太右衛門
（印）、組内  利兵衛
（印）

同村  八郎右衛門殿 切紙 1
袖裏「宝暦
九年夘二月
何右衛門

2 4

3 5 宝暦 9 1759 夘 9 借用申講金證文之事

羽根村  借主  繁七
（印）、五人組  浅右衛門
（印）、同  藤七（印）、
借主  新助（印）、五人組
金左衛門（印）、同  武兵
衛（印）

同村  八郎右衛門殿 切紙 1

袖裏書「宝暦
九年夘九月繁
七  新介」
とあり

2 5

目録番号 整理番号
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

3 6 宝暦 9 1759 夘 6 借用申講金證文之事

羽根村  借主  半七
（印）、組内  二郎左衛門
（印）、證人  武兵衛
（印）

同村  八郎右衛門殿 切紙 1
袖裏に「宝暦
九年」

2 6

4 宝暦 8 1758 寅 10
指上申一札之事（戸川村炭焼場設置につき差障
なき旨書上）

相州大住郡米倉丹後守領分
菩提村組頭武兵衛（印）、
同領羽根村  名主  八郎右
衛門（印）  他３名

志村多宮様  御役所 切紙 1 10

5 明治 1 1868 辰 10 （小作證文綴） 綴 7 5

5 1 明治 1 1868 辰 10
小作預り申證文事（上畑1反歩、１ケ年金三両に
つき）

西田原村預り主、儀兵衛、
組合請人  清六

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 1

5 2 明治 2 1869
小作預り申證文之事（下畑9畝3歩1ケ年1両2分2
厘につき）

西田原村  預り主  清六、
請人  儀兵衛

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1

袖裏付箋
「明治元年辰
十月、小作證
文 西田原村
清六」

5 2

5 3 明治 2 1869 巳 10
小作預り申證文之事（上畑8畝13歩、1ｹ年1両3分
2厘につき）

西田原村  預り主  清六、
親類  儀兵衛、組合  火右
衛［印］

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 3

5 4 明治 2 1869 巳 10
小作預り申證文之事（上畑8畝、1ｹ年1両3分2厘
につき）

西田原村  小作預り主  傳
七、組合請人  金次郎

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 4

5 5 明治 3 1870 午 10
小作預申畑證文之事（新畑9畝小作金1ｹ年2両1
歩、下畑3畝6歩1ｹ年1両2分につき）

西田原村  預り主  久保嶋
市［印］、五人組請人  古
木般志［印］、證人請人
和田米［印］

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 5

5 6 明治 4 1871 未 5
小作預申證文之事（上畑1反小作金1ｹ年3両2分に
つき）

西田原村  預り主  石渡六
右衛（門）  請人組合  久
保嶋直［印］、石渡安五
［印］

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 6

5 7 明治 4 1871 辛未 12
小作預り申證文之事（中畑1反4畝20歩、小作金1
ｹ年金4両につき）

西田原村  和田伊助、石渡
□□□

羽根村  八郎右衛門殿 単票 1 5 7
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

6 明治 3 1870 10 （小作証文綴） 綴 13 6

6 1 明治 3 1870 10
小作預申證文之事（上畑1反6歩、同5歩、中畑2
畝12歩、一ケ年5両2分につき）

羽根村  預り主  作兵衛
（印）  親類  甚三郎
（印）  組合  弥三郎
（印）

同村  今井八郎右衛門殿 単票 1 6 1

6 2 明治 4 1871 辛未 10
小作預り申證文之事（中畑7畝10、小作代金1ケ
年金3両1歩につき）

羽根村  畑預主  小山田弥
太郎（印）、小山田傳十郎
（印）

同村  今井八郎殿 単票 1 6 2

6 3 明治 5 1872 10
預申畑證文之事（下畑1反1畝6歩、小作金一ケ年
1両2歩2厘につき）

羽根村  畑預主  関野作次
郎（印）、親類 関野兵右衛
門（印）、五人組  高橋居
十郎（印）

同村  今井八郎殿 切紙 1 6 3

6 4 明治 6 1873 癸酉 10 2
小作預り之証（上畑1畝、中畑2畝、中畑3畝小作
金2両2朱につき）

相模国大住郡羽根村畑預り
主  古谷豊蔵（印）

同村  今井山治郎殿 単票 1 6 4

6 5 明治 6 1873 10
小作預り申證文之事（中畑1反1畝12歩、一ケ年
小作金3円25銭につき）

羽根村小作預り主   神山弥
五左衛門（印）

同村  今井八郎殿 単票 1 6 5

6 6 明治 6 1873 10
小作預り申畑證文之事（上畑8畝5歩、一ケ年に
つき小作金3円25銭につき）

小作預り主  小山田弥太郎
（印）、請合人組合惣代
小山田直吉（印）

同村  今井八郎殿 単票 1 6 6

6 7 明治 8 1875 5 10
小作預り之証（畑3反3畝10歩、小作金10円につ
き）

第弐大區大住郡戸川村  地
所預主 菅沼市郎治（印）

第二大區四小區大住郡羽
根村  今井八郎殿

単票 1 6 7

6 8 明治 8 1875 5 15
小作預り之証（畑2反3畝、作徳21銭7厘5毛につ
き）

第二大區小三區相模国大住
郡菩提村畑預主  古谷久助
（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1 6 8

6 9 明治 8 1875 5 15
小作預り之証（畑2反3畝、小作預り税金1円62銭
5厘につき）

第二大區三小區相模国大住
郡菩提村字遠山  畑預り主
古谷勇蔵（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1 6 9
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

6 10 明治 8 1875 5 20
小作預り之証（畑4反8畝16歩、小作金18円につ
き）

第二大區三小區  相模国大
住郡戸川村  地所預主  上
村高右衛門（印）、同村請
人  桐山武兵衛（印）

同国同郡羽根村  今井□
郎殿

単票 1 6 10

6 11 明治 8 1875 6 小作預り之証（上畑3畝、作徳金90銭につき）
第二大区小三区  相模国大
住郡菩提村字遠山畑地預り
主  古谷善吉（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1 6 11

6 12 明治 8 1875 6
小作畑預り之証（上畑1反2畝、作徳金3円60銭
につき）

第二大区小三区  相模国大
住郡菩提村字□  畑地預り
主  古谷久蔵（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1 6 12

6 13 明治 8 1875
小作預り之証（下畑1反5畝5歩・小作年貢3円、
下畑1反1畝15歩・下畑6畝15歩、下畑1反8畝・小
作年貢金4円につき）

相模国大住郡戸川村  相原
□治郎（印）

羽根村  今井山治郎殿 単票 1
罫紙用箋「無
印紙證書用紙
足柄縣管下」

６ 13

7 明治 5 1872 4 21 （土地売買関係証書等綴） 綴 9 4

7 1 明治 5 1872 4 21
畑成新田賣約定証（畑7畝15歩、金17円にて売渡
につき）

神奈川縣士族佐藤忠彦代理
羽根村  今井八郎

□州藤村□□清次郎殿 単票 1 4 1

7 2 明治10 1877 2 5
地所永代賣渡之証（山林１畝15歩、金35円売渡
につき）

相模国大住郡菩提村  賣渡
人  杉嶋文左衛門（印）、
加判  杉嶋差治郎（印）

同国同郡羽根村  今井山
治郎殿

単票 1
印紙（１銭）
３枚貼付

4 2

7 3 明治15 1882 2 6
地所永代賣渡之証（山林3畝2歩、金65円売渡に
つき）

相模国大住郡菩提村  売渡
人  杉嶋文左衛門（印）、
加判人  杉嶋差治郎（印）

同国同郡羽根村  今井山
治郎殿

単票 1

印紙（５銭，
１銭各１枚）
貼付（作成者
割印あり）

4 3

7 4 明治10 1877 3 9
地所并立木買請約定書（山林1反4畝14歩、金35
円85銭にて売渡につき）

相模国大住郡東田原村  買
請約定人  大津新兵衛
（印）、引続証人  小澤傳
十郎（印）、大津藤蔵
（印）

同国同郡羽根村  今井八
郎殿

単票 1

収入印紙（1銭）
貼付（作成
者印割印あり）

4 4

7 5 明治10 1877 3 29
地所賣渡約定書（荒蕪地16反、金10円にて売渡
につき）

神奈川県士族  西村徳数代
理  神奈川縣第廿二大区大
住郡羽根村  今井八郎
（印）

神奈川縣廿三大区五小区
根小屋村  嶋崎請太郎殿

単票 1 4 5
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

7 6 明治10 1877 4 1 地所相渡証（荒蕪地5畝26歩）
牧野村村用掛  神原五郎助
（印）

東京府士族  山田保勝
殿、今井八郎殿

単票 1 4 6

7 7 明治10 1877 6 11 請取之証（田1反22歩賣渡につき）
神奈川縣第二十二大区八小
区大住郡小  村、杉山善五
左衛門（印）

山田保勝代理  羽根村
十二番地  今井八郎殿

単票 1 4 7

7 8 明治16 1883 12 26
地所賣渡証（山林、畑地等代金267円30銭につ
き）

相模国大住郡羽根村地所
賣渡主  上野高蔵（印）
同郡同村  証人  古谷弥三
郎（印）

同郡同村  今井山治郎殿 仮綴 1

印紙（5銭5
枚、1銭1枚）
貼付（作成者
印割印あり）。
継目印「大
住郡羽根村戸
長役場印」

4 8

7 9 明治27 1894 3 6
願出申一札之事（住居地等物件、以前売渡の
時、共に売渡済みにて申入れにつき）

大住郡北秦野村  羽根村
大津与三郎（印）

大住郡北秦野村羽根  今
井山治郎殿

単票 1
収入印紙
（１銭）貼付

4 9

8 明治 6 1873 7 （質地證文等綴） 綴 4 7

8 1 明治15 1882 6 28
借用金證書（地券12枚、反別1町2反3畝2歩、地
價金235円43銭につき）

大住郡羽根村借主  山田仙
次郎  証人  守屋貞太郎

仮綴 1 7 1

8 2 明治 6 1873 7
入置申約定書確證一札之事（中畑7畝10歩質地地
券取調につき）

羽根村  畑賣主  小山田弥
太郎（印）、親類  小山田
直吉（印）、組合  小山田
長三郎（印）

同村  今井八郎殿 仮綴 1 7 2

8 3 明治 6 1873 7
入置申約定書確證一札之事（上畑1畝・中畑5畝9
歩地券取調べにつき））

羽根村  畑賣主  古谷豊蔵
（印）、親類  古谷権四郎
（印）、組合  今井戸右衛
門（印）

同村  今井八郎殿 単票 1 7 3

8 4 明治 6 1873 7
借用金證書（地券12枚、反別1町2反3畝2歩、地
價金235円43銭につき）

大住郡羽根村  借主  小山
田仙次郎、証人  守屋貞太
郎

仮綴 1
初めの２頁に
黒墨線あり

7 4
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

9 明治 7 1874 12 14
記（官林代價半金14円39銭、苗木代價10銭にて
払下げにつき請書）

東京第壹大区十四小区大傳
島掘町拾三番地東京府□□
士族  山岸代次代理 當御管
下大住郡羽根村  戸長  山
治郎父  今井八郎（印）

足柄縣令  柏木忠俊殿 単票 1 朱書あり 11

10 明治 7 1874 12 17 （金子借用証書等綴） 綴 18 3

10 1 明治 7 1874 12 17 証書（金５円借用につき）
相州足柄下郡小田原□□
足柄縣□□士族  坪田直波
（印）

相州大住郡羽根村  今井
八郎殿

単票 1 3 1

10 2 明治10 1877 12 24 借用金証書（金15円借用につき）
相模国大住郡菩提村千二百
八十二番地  借用主  露木
巳ノ輔（印）

同国同郡羽根村  今井八
郎殿

単票 1
収入印紙
（１銭）貼付

3 2

10 3 明治11 1878 12 30 金子借用証書（金15円94銭入用につき）
相模国大住郡西田原村  久
保嶋儀兵衛（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1
収入印紙
（１銭）

3 3

10 4 明治10 1877 12 30 金子借用之証書（金588銭１厘５毛入用につき）
神奈川県大22大区４小区相
模国大住郡西田原村  借主
久保嶋儀平（印）

同国同郡羽根村  今井八
郎殿

単票 1 3 4

10 5 明治12 1879 11 7 金子借用証書（金４円４銭入用につき）

神奈川縣第二十二大区五小
区大住郡下大槻村八十四番
地  借主  高橋与五郎
（印）

同郡第二十二大区四小区
大住郡羽根村拾貮書記
今井

単票 1 3 5

10 6 明治12 1879 11 25 金子借用証書（金14円入用につき）
神奈川縣第廿二大区四小区
菩提村  借主  ひさ（印）

同縣下同区羽根村  今井
山治郎殿

単票 1

奥裏付箋あり
「明治十二年
十二月廿五日
より明治十一
年六月十五日
まで  一金四
円也  利子
菩提村  おひ
さ  弐割」

3 6

10 7 明治12 1879 11 15 金子借用証書（金６円41銭６厘入用につき）
神奈川縣第廿二大区四小区
大住郡羽根村六番地  借主
古谷清五郎（印）

同村  今井山治郎殿 単票 1 3 7
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10 8 明治12 1879 12 26 金子借用証書（金19円42銭４厘入用につき）
大住郡羽根村  借用主  岡
野傳作（印）

同郡同村  今井八郎殿 単票 1
印紙（１銭）
貼付

3 8

10 9 明治12 1879 12 27 金子借用証書（金６円13銭６厘入用につき）
相州大住郡羽根村  借主 高
橋嘉作（印）

同州同郡羽根村  今井八
郎殿

単票 1 3 9

10 10 明治12 1879 12 29 金子借用証書（金10円入用につき）
相州大住郡小田原村  今井
八郎殿

同州同郡羽根村  今井八
郎殿

単票 1 3 10

10 11 明治12 1879 12 30 金子借用証書（金22円59銭６厘入用につき）
大住郡羽根村  借用主  今
井傳右衛門（印）

同郡同村  今井八郎殿 単票 1

収入印紙
（１銭）２枚
貼付（作成者
割印あり）

3 11

10 12 明治12 1879 12 31 金子借用証書（金２円95銭６厘入用につき）
大住郡羽根村  借用主  神
山弥五左衛門（印）  代筆
小山田作治郎

同郡同村  今井八郎殿 単票 1 3 12

10 13 明治14 1881 6 8 金子借用証書（金27円３銭５厘入用につき）
相模国高座郡  藤澤縣百四
十七番地  借主  上野金之
輔（印）

大住郡羽根村  今井八郎
殿

単票 1

収入印紙
（１銭）２枚
貼付（作成者
印割印あり）

3 13

10 14 明治14 1881 12 18 金円借用証書（金15円農業入用につき）

相模国大住郡羽根村  借用
主  今井露吉（印）  同州
同郡同村同家太左衛門悴
今井太七（印）

同州同郡同村  今井八郎
殿

単票 1

収入印紙
（１銭）貼付
（作成者印割
印あり）

3 14

10 15 明治15 1882 5 8 金円借用証書（金92円商い元手金入用につき）
相模国高座郡  藤澤縣甚町
借用主  上野金之輔（印）

同州大住郡羽根村  今井
八郎殿

単票 1

収入印紙
（１銭）貼付
（作成者印割
印）

3 15

10 16 明治16 1883 6 20 借用金証書（金５円20銭農業入用につき）
大住郡羽根村  借用主  三
嶽助次郎（印）

同村  今井山治郎殿 単票 1 3 16

10 17 明治17 1884 6 22 借用金証書（金１円51銭５厘要用につき）
大住郡菩提村  借用主  相
原幸七（印）

同郡羽根村  今井山治郎
殿

単票 1 3 17
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

10 18 明治21 1888 5 24 借用金証書（金60円要用につき）

大住郡羽根村  借用主  今
井仁右衛門（印）  同郡同
村  三嶽豊吉（印），同郡
同村  高橋差十郎（印）

同郡羽根村  今井山治郎
殿

単票 1 3 18

11 明治 8 1875 5 1 約定之証（用水普請のため無心申入につき）

相模国大住郡羽根村  山口
定七（印）  今井半治郎
（印）  同国同郡同村  証
人  古谷弥三郎（印）

同国同郡同村  今井山治
郎殿

単票 1 12

12 明治 8 1875 5 20 畑増金之証（上畑7畝27歩、増金23円につき）
相模国大住郡羽根村  質地
主  井上役右衛門（印）
三岳利左衛門（印）

同国同郡同村  今井山治
郎殿

単票 1
印紙（1銭）
2枚貼付

13

13 明治11 1878 2 28 新菜種賣渡約定証（菜種2俵、代金4円につき）
神奈川縣第廿二大区四小区
大住郡羽根村  五農地  賣
渡約定人  大津常七（印）

同村  今井八郎殿 単票 1 14

14 明治12 1879 6 24 （菜種等借用証綴） 綴 3
罫紙「証券
界紙」

8

14 1 明治12 1879 6 24
菜粕干鰯借用証書（菜粕6枚、干鰯1俵借用代金
皆済につき）

相模国大住郡菩提村  借主
相原新五郎（印）

羽根村  今井八郎殿 単票 1 8 1

15 2 明治13 1880 5 16 種粕借用証書（種粕20枚借用につき）
相州大住郡菩提村  借主
大澤権次郎（印）

同州同郡羽根村  今井八
郎殿

単
票

1
印紙（1銭）
1枚貼付

8 2

16 3 明治14 1881 5 20 種粕借用証書（種粕15枚、干鰯2俵代金16円96銭9
相模国大住郡大住郡菩提村
借主  相原幸七

同州同郡羽根村  今井八
郎殿

単
票

1
印紙（1銭）
1枚貼付

8 3

15 明治14 1881 4 11
送籍証（足柄上郡川邨向原より中戸川甚蔵妻博
多移籍につき）

足柄上郡川村向原  戸長
尾崎小右衛門

大住郡羽根村  戸長  三
嶽山次郎殿

単票 1
「川邨向原
戸長役場」印
あり

15

16 明治15 1882 3 5 地券御訂正願（新地券発行に付、持主の訂正）

相模国大住郡羽根村  今井
山治郎 印、同州同郡蓑毛村
山田保勝 印、蓑毛村戸長
江原弁之助

大住淘綾両郡書記飯岡種
重殿

単票 1
朱書「羽根村、
持主  今井
山治郎」

16
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年号 西暦 干支 閏 月 日 名宛成作題標 形態 数量 備考目録番号 整理番号

17 明治26 1893
立木賣渡証書（畑4畝23歩、山林5畝27歩代金６
円につき）

大住郡北秦野村横野  立木
賣渡主  石田傳吉（印）
証人  石田弥吉

同郡同村羽根  今井山治
郎殿

単票 1
印紙（1銭）
1枚貼付

17
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解題 今井八郎家文書 

―史料の概要と特色― 

はじめに 
 ここに収録する「今井八郎家文書」は、中央水産研究所に収蔵されている古文書史料史料群の多くが、昭和24年より水産庁が日本常民文化研究所に委託して行った「漁業制度資料調査保存

事業」によって収集されたものであるのに対して、それ以前に収集された「祭魚洞文庫」に含まれていた資料群であろうと思われる。そのように推測される理由については、「東京都・神奈川

県・静岡県史料の来歴」を参照されたい。ここでは、史料群としての性格に関して、採訪地域、家、史料の具体的内容に即して、その概要を記したい。 

 「今井八郎家文書」については来歴欄で触れたように、元来、渋沢敬三の収集した漁業・漁村資料群である「祭魚洞文庫」に含まれていたと考えられ、その主要部分は「国文学研究資料館」

に収蔵され、すでに史料目録も出されている（『史料館所蔵史料目録』第十集、昭和39年）。資料館所蔵の「相模国大住郡羽根村今井家文書」は総点数226点、天正19（1591）年から慶長2

（1597）年までの「年貢割付状」が残っており、これが最も古く、明治17（1884）年の「金子借用証文」が最も新しい史料である。 

対して、中央水産研究所に収蔵されている「今井八郎家文書」は、総点数70 点と少なく、最も古い史料が延宝8（1675）年の「延寶八申五人組改帳」（目録番号1）で、最も新しい史料が

明治27（1894）年の「願出申一札之事」（目録番号7-9）である。いずれの史料群にも、「今井八郎」「今井山治郎」「今井八郎右衛門」等の名前が文書の宛名の中に見え、また、資料館に所蔵

されている「相模国大住郡羽根村今井家文書」には近世の初期から後期にかけての史料が万遍なく含まれているのに対して、中央水産研究所所蔵の「今井八郎家文書」には、近世の史料は少

なく、大半が明治期の史料であること、さらには史料の内容がほぼ羽根村の村政に関連することであること等を勘案すると、やはり両史料群は、元は相模国大住郡羽根村の名主等の村役人を

務めた今井家に伝来した史料群であり、渋沢敬三によって収集されて一旦は「祭魚洞文庫」に収められたが、戦争中に、史料の消失を恐れた渋沢によって東京大学に一時寄贈され、戦後に、

さらに古文書史料の多くを文部省資料館に、書籍を中心として「水産資料館」に移された際に、「今井家文書」が両方に分割されて保管されたものと考えられる。 

 さて、史料群の旧所蔵地である相模国大住郡羽根村は、現在は神奈川県秦野市に属し、丹沢山系の南側山麓に位置する。元々幕府の直轄領だったようだが、元禄11（1698）年に六浦藩領と

なっている。大磯宿の代助郷役を請け負っており、国文学研究資料館の「相模国大住郡羽根村今井家文書」中に関連史料が含まれている。中央水産研究所の本史料群は、概ね明治期の借用証

文や山林経営に関する史料で占められており、村政に関する史料が僅かながら見られる程度である。同資料館所蔵の「相模国大住郡羽根村今井家文書」には天正19（1591）年以来の年貢割付

状や請取手形があり、近世初頭から幕末期までの割付状が万遍なく含まれていることは特筆されよう。合わせて利用することをお薦めしたい。 

（文責 越智信也） 
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